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特別テーマ：「変革のORJ  
日 時：1996年11月5日（火），7日（木），8日（金）  

会 場：大阪工大摂南大学60周年記念館  

〒535 大阪市旭区中宮5－16－29  

Tel．06－954－4320 Fax．06－952－6197  

月 日   時 間   会 場   

見 学 会  11月5日（火）  13：30～17：00   松下電工杯式会社  

松下電器産業株式技術館   

研究発表会  11月7日（木）  60周年記念館   

11月8日（金）   

懇 親 会  11月7日（木）  18：00～20：00  60周年記念館 会議室C   

●  

」＿lJ J L＿ 」  ⊂  
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［  

［ ［ ［  

筈小学校前  （大阪工大前）  

●   
〃
〃
ケ
 
 

N  二  
J  

・  

＝′ 」」主                        i  

こ  峰  ‘地下鉄谷軌綿  
大阪工大摂南大事60■年記念傭への交通手段  

大阪駅から  
千林大宮脈  

城染区至  

60周年記念錦  

徒歩 哀‾盲‾茅60周年記念館  

地下鉄谷町線大日行  
末梅田  －－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－－ －－→  

約 12 分  
千林大宮  

幹34番市バス守口車庫行  
大阪駅前 －－－－一一一－一一－－－－－－－－－－－一－－ －－→  

約 25 分   
中宮工大前  

断大阪駅から  

づそ撃車些 新大剛中津中宮工大前  
約 5 分  約 20 分  

撃筆60周年記念館  
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研 究 発 表 会 ス ケ ジ  ュ ー  ル  

11月7日（木）  
入 会 場   R 会 場  C 会 場  l）会 場  n 会 場   

10：00  

組合せ最適化（l）   l）じA（1）  ネットワーク（1）  意思決定（1）  動的計画法   

l，1：20  

昼 休 み   

12：30  
学 生 論 文 賞 授 賞 式（S  会 場）   

13：00  

13：00  

特 別 講 演（S会 場）   
】4：00  

14：10  
ペ ー  パ ー  フ ェ ア（Ⅰ）会場）   

14：50  

15：00  

組合せ最適化（2）  1）I二人（2）  ネットワーク（2）  意思決定（2）  生産計画（1）   

16：20  

16：30  

組合せ最適化（3）  信頼性（1）  確率・ファジィ  公共問題（1）  生産計画（2）   

17：30  

18：00   

懇 親 会（5階会議室C）   

11月8日（金）  
A 会 場   lう 会 場   C 会 場   D 会 場   E 会 場   

9：30  

非線形計画法（1）   信頼性（2）   交通・輸送（l）   公共問題（2）   生産計画（3）   

10：30  

】0：40  ＜招待発表＞  

非鱒形計画法（2）  事例研究奨励賞   交通・輸送（2）   待ち行列（l）   統計（1）   

11：40  

昼 休 み   

13：00  

特 別 講 演（S会 場）   
14：00  

14：】．0  

ゲーム理論（1）   地域・政策   交通・輸送（3）   待ち行列（2）   統計（2）   

15：10  

15：20  

ゲーム理論（叶   マーケティング   交通・輸送（4）   待ち行列（3）   統計（3）   

16：40  
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発表題目一覧  

11月7日（木）  ・印：発表者  

時刻   ∧ 会 場   B 会 場   C 会 場   

l（I：（）り  組合せ最適化（－1）   Dl王A（1）   ネットワーク（一l）  

ト∧－1配置禁止領域のあるMillilnaX型配  l－l．！－1Dl五人によるオプション市場の効率  1－C－1高点連結度の効率的計算法  

置開襟   性評価   ‘伊藤大雄（豊橋技術科学大学），  
‘大仙感広（人阪肘．立人♪ア‥），   一波多野和人（東京理科大学），  横山光雄（豊橋技術科学大学）  

姐I捕吾（大阪大学），   生田目崇（束京理科大学），  

石ナ＝等昭（大阪大学），   山口俊和（東京理科大学）  

寺岡義†巾（大阪府立大学）  

l－＾－2T）oIJblelllor［lFtJnCt，iol］  1－G2荷物の大きさを限定した場合の再配                     1TB－21〕E＾とGoalProgralnmingを用い  

′．‖10maSEiter（ウィーン工科大学），   た確率フロンティア費用関数の推定   置問題のNP完全牲  

茨木俊秀（京都大学），   末吉俊幸（東京理科大学），   ー巳波弘佳（NTTマルチメディアネッ  

‘牧野和久（京都大学）  ◆木下正賢（東京理科大学），   トリーク研究所），  

毛海茂樹（東京理科大学）   伊藤大雄（豊橋技術科学大学）  

ト八一3遺伝的アルゴリズムに上る巡回セー              1－B－3I）EAのベンチマーキングヘの応用  l－C3 非圧縮転送を考慮した固定ルート上  

ルスマン「！！】擾のマルコフ解析   ◆佐藤潤子（大阪大学）  のファイルの最適な圧縮転送について  

◆長崎勇治（法政大学），  ◆金子美博（岐阜大学），  
若山邦紘岬破大学）  足立悟司（岐阜大学），   

尾崎周（岐阜大学）  

l一口－41）EAを用いたコンジョイント解析             ト∧－イMt】ltニi（bllV（1X‖lltl法と（；∧のハ       l－C－4辺連結度増加関数の計算法  

イブリッド洪による巡l戸＝て－ルスマ  ●野口博司（大阪大学），   
ン問題への広川  

永持仁（京都大学），  

石井博昭（大阪大学）   ◆白木孝（京都大学），  
●八島高志朗（法政大学），  茨木俊秀（京都大学）   

若山邦紘（扶政大学）  

11：20  

昼 休 み   

12：3【I  

学生論文賞墟賞式（S会場）   
l：i：り∩  

13：（I（）  

14：川〕   

○一■ ）ノnL＝l  1イ：l（I  
卜」 摘森寛（再l▲lげ院大学），梁川拾（慶磨義塾大学）  

廿広域インフラストラクチャー計附こ関するOli．。q研究部会・小間報蕾」他   
1ノI：5（I   

（つづく）  
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11月7日（木）  仰：発表者  

時刻   l） 会 場   l工 芸 場・   

l）   10：0（I  意思決定（   軌的計画法  

トD－1階層化意思決定法（AtlP）の改良と  1－E－1＾ Continl】O11S Time Duratiotl  
選好順位逆転現象の整合的解釈   ProblemwithanUnknownNllm一  

川村坦之（大阪大学），   berofOptions  

一高橋理（三菱電機），  ‘胡某慈（名古屋工業大学）  

鳩野逸生（大阪大学），  
馬野元秀（大阪村立大学）  

1－D－2∧t＝）における意思決定者の感覚を   トlシ2逐次選択過程におけるオファーの最  
対数型ファジィ故にあてはめた相対   通観測期間  
的重要度決定法   ◆松山宏之（法政大学），  

■倉並賢治（岡山県立大学），  若山邦紘（法政大学）  

亀川嘉正（岡山県立大学），  

宮崎茂次（岡山大学）  

l－D－3］汀）SS見境Fの対話型意思決定分析   1－E－：うDlはIjLybrauOptimalstoppillg  
支援プりグラム一口）∧SS   ProbletninDynamiclへIZZySys－  

●瀬尾芙巳子（摂南大学），  t;ems 

西崎一郎（摂南大学），  ▲吉田祐治（北九州大学）  

杉崎作治（新日鉄情報通信システ   

ム）  

トD－1利用者参加型シュミレーション手法    トm4リコールの可否が制御できる最適停  

の提案   止問題  

▲白井宏明（富士通情献酬吉システム   ‘斎藤毅（筑波大学）   

ズ）  

11：2U  

昼 休 み   

12：30  
学 生論文賞授 賞式（S会場）   

1こ1：U（I  

1：う：（Jn  

ゝ1三好俊夫（松‾F電工株式会社会長）「構造変革の中の企業のありかた」   
lイ：0【I   

1イ：l（）  

l－－l 高森寛（青山学院大学），栗田治（慶應義塾大学）  
川■広域インフラストラクチャー計画に関する011』研究部会・中間報軌他   

l／1：5（l   

（つづく）  
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発表題’目一覧  

11月7日（木）  何滴表者  

時刻   ∧ 会 場   B 会 場   （フ 会 場   

l！i：り【I  組合せ最適化（2）   DEA（2）   ネットワーク（2）  

ト∧一5 糾合せ砲適化問題に対する榊住総合  l－ti－5 DE∧のクlコス効率値とファジィ測  1－C竜 Bicriterio11Sboれ（男もl）atllProb－  
型ここユーラルネットソークにおり■る   度・ショケ積分モデルによる最良評   tems AccordiI】g tO a D∝isiom  

カオスノイズの効果   価，平均評価およぴその中間の評価   Maker，sprdkreI】Ce  

●鳥川陽一一（中央大学）   ‘高萩栄一郎（専修大学）   ◆岡田真幸（足利短期大学）  

l－∧づ 汎用闇l介せアルゴリズムとしての制  トB－6 D正人における拡張クロス効率値を  1－C掘 多重無線ネットワークの最適設計に  
約充足問題（（：Slりに灯す‾る近似解〃ミ   川いた感度分析法   ついて  

一町々知宏司（東邦大学），   ◆枇々木規雄（慶應義塾大学）  四方光明（関西電力），  

茨木俊秀（京都大学）  堀田建一（関西テレコムテクノロ   
ジー），  

清田三紀堆（構造計画研究所），  

‘斉藤努（構造計画研究所）  

1－B－7大学の研究および研究者養成能力の      ト∧J’タブー探索による直交ラテン方陣の        1－G7分散型AGVシステムにおける情報  

偶成   DI王Aによる比較   受信範囲の理論的解析  

リニ村展之（京都大学），   t上田徹（成曝大学），   一佐々木淳（豊橋技術科学大学），  

茨木俊秀（京都大学）  田口治（成畷大学）  増山繁（豊橋技術科学大学），   

山川栄樹（高松大学）  

ト∧一8ファジィパラメータを含む角型構造    1－B－81）ataVariatioTISit）DE∧  トGホ最短時間経絡問題の周辺  

の多［I的【ト1計画l！打越に対する遺伝  ◆刀根蕪（埼玉大学）   

的アルゴリズムによる対話型ファジィ  
七大山達雄（埼玉大学）   

満足化手法  

◆加藤浩介（広烏大学），  

坂㈲用三敏（広島大学），  

池亀敏則（広島大学）  

1（i：20  

16：30  組合せ最適化（3）   信頼性（1）   確率・ファジィ  

1－∧－9 数値データの論理的分析   1－1i－9 ソフトウェア保証に対する数理モデ／レ  l－C9 教理計画モデル自動生成機能を持つ  

一節t11高史（霜椰大学），   ‘土肥証（広島大学），   農業経常支援システムF∧PSの開発  

牧野和久（兼柿大学），   海生直人（広島修道大学），   一南石晃明（農業研究センター），  
茨木俊秀（京都大学）  尾崎俊治（広島大学）  長野間宏（農業研究センター），  

′ト柳敦史（農業研究センター），  

土田志郎（農業研究センター）  

l－∧－1〔I－・－・・般化ポリマトりイド．卜のM凸関数   1一口－10セクタ損傷に対するハードディスク     l－ClOファジィ距離をもつ施設配属澗腰  

；勘1卜…碓（京都人学），   の点検方策に関する一考秦   
●松富達夫（近畿大学），  

●塩浦昭発（東京．■1二業人苧）  t平越裕之（流通科学大学），   石井博昭（大阪大学）  

三道弘明（流通科学大学），   

中川雫夫（愛知工業大学）  

モデル   
1一人－11fE力設備補修計耐における整数計画       l－tl－11特番の大きさを考慮したソフトウェ    トCJlファジィランダム線形計画法  

アの信頼性実証試験に関する離散型   
モデル一障害の大きさがポアソン分布  

‘片桐英樹（大阪大学），  
一椎名孝之（電力「I－央研究所）  

の場合－  
石井博昭（大阪大学），  

伊藤健（大阪大学）  
ー澤田清（流通科学大学），  

三通弘明（流通科学大学）   

17：30  

18：（）（l   

懇親会（5階会議室（り   

590（56）  オペレーションズ・リサーチ   
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11月7日（木）  ・軌発表者  

時刻   U 会  1う 会 場   

15：（XI  意思決定（2）   生産計画（1）  

トI〕J 階層的意思決定法による我が国製造  1－B－5 A Prqject Network SdJedlJling  
メーカーのアジア各国における経営   Problemwit・hFtI2％yPr8Cedence  
環境評価   Relations  

◆■伸一達生（東京大学）  写卜妻板（大阪国際大学），  
韓尚秀（大阪国際大学），  

石井博昭（大阪大学）  

l－1｝月意思決定の場と合意形成  l一打6商品劣化を考慮した二倉庫在庫方策  

‘荻野正浩（経営・情報コンサルタン   ▲安達康生（大阪工業大学），  

ト）  中島健一（大阪工業大学），  

能勢豊一（大阪工業大学），  

栗山仙之助（摂南大学）  

1－1ゝ7ある自主防災組織における意思決定     1－E－7＾BrandatldBotJnd＾pproach  
法   toTwo－Stage．HybridFlowshop  

●飯倉道雄（日本工業大学）  SdledtJljngwit・1JJobSplitting  
andOverl8PPingPr（山uction  

‘今泉淳（早稲田大学），  

森戸晋（早稲田大学）  

1－l．）j人事評価における合意形成支援ソフ      1－Iシさ2目的MPMオープンショップスケ  

ト   ジュー リング問題  

八巻直一（システム計画研究所），   ◆毛利進太郎（大阪大学），  

山田善靖（東京理科大学），   石井博昭（大阪大学），  

杉山学（東京理科大学），  益田照雄（帝塚山大学）   

●洪時宗（東京理科大学）  

16：2【I  

16：こ∬l  公共問題（1）   生産計画（2）  

トU－9 貨物輸送形態転換問題の非線形計画  1－1シ9 工具配分制約型FMSにおけるスケ  
法による解析   ジューリング法  

◆見市晃（追手門学院大学），   藤井進（神戸大学），  

石井博昭（大阪大学）  ●森田浩（神戸大学），   

松木博忠（中国電力）  

l－I）一10工業排水処理問題のゲーム論的考察      l－E－10厚板スラブ設計問題におけるハイプ  

解法   リッドGA 

●鬼市晃（追手門学院大学），   ◆平山克巳（住友金属工業），  

中井輝久（関西大学），   ■抑】義之（住友金島工業），  
木l月雄司（日本圧着端子製造）   梶原秀之（住友金属工業）  

1－D－11都市施設の数を決めるための数理モ  トB－11列生成法による鋳型設置場所割当間  
デル   皆の解法  

◆栗田治（慶應義塾大学）   ◆西田大，山田賢太郎，今井太一，  

熊本和浩，晴家光重（住友金属工業），  

神谷陽子（日本総合研究所），  

中村美智穂（住友金属システム開  

発）   

17：こ賞）  

l汚：（人）   

懇親会（5階会議室C）   

●  
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発表題目一覧  

11月8日（金）  ・印：発表者  

時刻   A 会 場   B 会 場   C 会 場   

9：30  非線形計画法（り   信頼性（2）   交通・輸送（1）  

2－∧一1線形近似を川いた1！上I2次関数の撤小  2－1】－1予防取替えを許すある不完全修理間  2－Cl迂回時間に基づく道路評価とその関  
化問題の解法   貨引こ対する（t，■r）一枚策の最適性につ   連関題  

●三竹吉仲（法政大学），   いて   
●川中子敬至（足利工業大学）  

若山邦紘（法政大学）  ●瀬川良之（京都学園大学），   

大西匡光（大阪大学）  

2－∧－21り12次型輸送問題の解法  2－C2災害時における動的避難経路選択モ           2－B－2ソフトウェアのテスト進捗度・信頼  

●蜂須頃博和（法政大学），   性評価のための確率モデル   デル  

若山邦紘（法政大学）  ●木村光宏（鳥取大学），   ●床井則友（山梨大学），  

山田茂（鳥取大学）  浅田賢一（千代田コンサルタント），   

片谷教孝（山梨大学）  

2－∧一3非線形相補性問題に対する新しいメ          2－B－3信頼性対策の効果を評価するための      2－C3高速道終における保守性を考えた施  

リット関数   新たな尺度と解析法の提案   設配置計画手法  

●山‾lこ信雄（京都大学），   ●唐澤秀一（NTTマルチメディアネッ   ●森脇淳（法政大学）  

福島雅夫（京都大学）   トワーク研究所）   

10：3（I  

10：4（I  非線形計画法（2）   ＜招待発表＞事例研究奨励賞   交通・輸送（2）  

2－∧一4 シンプレックスな制約のもとでの凸  2－B－4 拡張AIIP手法を利用したリニュー  2－C」 意識フェーズ分類による海難分析  

2次関数の最小化開襟   アルのコストベネフィット分析   ●l・l1地哲也（海上保安大学校）  

●男全勝行（法政大学），   ー木下栄蔵（名城大学），  

若山邦紘（法政大学）  宮坂房千加（山武ハネウエル），   

石川良光（山武計装），   

東幸彦（山武計装）  

2－G5バス運行管理システムにおける路線          2－A－5連立非線形方程式に対するSteト        2－B－5D】∃Aに基づく隈界費用価格形成  

knsell反復法   ：Nrnl電話基本料金に関する一考察   バス運行制御法  

●野m竜夫（富山県立大学）   ◆末吉俊幸（東京理科大学）  柳井浩（慶應義塾大学），   

●松田学（慶應義塾大学）  

2－C6内々交通に対する交通路と居住地城   2一ノし6 
面体アプローチ   例   の配分  

●藤江伸也（東京二l二英人苧），   ●矢田健り］本電信電話），   ●門口東（中央大学）  

矢島安敏（東成工業人草）   中山竜起（日本電信電話），  

井上正之（日本電信電話）   

ll：40  

昼 休 み   

13：UU  

S－2 刀根煮（埼玉大学大学院政策科学研究科教授）「OR万華鏡」   
1ノ】：【Iり   

（つづく）  

592（58）  オペレーションズ・リサーチ   
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11月8日（金）  仰：発表者  

時刻   l） 会 場   E 会 場   

9：30  公共問題（2）   生産計画（3）  

2－l．）－1Ilり立．汀三方形内のん1打互離のp－・－メディ  2－Iシ1無人∧－．l、Mにおける最適キャッシュ  

アン関越   ボックス数  

一榊原賢治（南山大学），   一■lt村正治（名古屋糾行），  

鈴木敦夫（南l山大学）  三道弘明（流通科学大学），   

中川寧夫（愛知工業大学）  

2－t）－2サ生の志望と成績を考慮した学科編      2－1シ2、Jlrl－生産システムのシステム・シュ  

成法   ミレータ一によるモデル化の検討  

●パンナシリ・プアプアン（防衛大学   ◆量子高範（九州東海大学），  

校）   山口紀生（九州東海大学）  

2－t＿）－3 二項蚤カモデルによる束北地方の通  2一軋3 生産輸送計画システムの開発（第2  

話構造の分析   報）  

一古腫浩（東北芸術工科大学），   河野高洋（秩父小野田），  

長捌lは雄（東北芸術工科大学）   ◆香月毅（秩父′ト野田），  

相沢健実（秩父′ト野田）   

1【I：：附  

l（）：10  待ち行列．（1）   統計（1）  

2－U－4ドMSにおける∧GVの経済的最適  2－B－4 Port；hrioAna）ysiswithQt］aTltニili－  
台数の感度分析   Cation－rlleOrem  

一屍高茂樹（束京都立科学技術大学），   ●野田匡嗣（日本大学），  

山崎源泡（東京都立科学技術大学）   高橋磐郎（日本大学）  

2－l．）－5 シュミレーションを中一しとした待ち  2－M 主成分分析の経済多重時系列への応  
行列の実習教育－ORリテラシー教育   用  

の実践事例－  ◆中本和彦（日本大学），  
‘権藤元（近畿大学）  高橋哲郎（日本大学）  

2－1）JS t301JndingaMtJ］ti－SetverQ11el】e  2－B－6 バーチャル・キッチン・デザイン・シ  

WiLl．aFastSingle－ServcrQuelle   ステムのための顧客の感性評価分析  

一］tot．aldWo］rr（’JbkyoMetropo］i－   ‘今村佳世（松下電工）   

ta－1U－1iversit・y）  

11：イり  

昼 休 み   

13：（Xl  

lノl：00   

●  

●  

（つづく）  
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発表題目一覧  

11月8日（金）  仰‥発表者  

時刻   入 会 傷   B 会 場   C 会 場   

14：10  ゲーム月里論（1）   政策   交通・稲送（3）  

2－∧－7 Mark－Cl100猷ト（；llt．∧lgorit・l川n刃R．Ir  2－I‡－7 数理科学手法を川いたlい国に関する  2－C7 エレベーターの群管理に関する検討  

FhiraT）dSLronglyfもirl）iYisiol】   情報サービス産業の分析川   ◆石塚文嘉（北海道工業大学）  

一宍戸栄徳（香川人草），   ●汝′川剛（山梨大学），  
曽道智（香川大学）   片谷教孝（山梨大学）  

1Cjビル開高架連絡崩蘭の最適配置             2－∧j 不確実要素を含む協力ゲームの解に  むB－8 N－「r分割に関する研究：電気通信  

ついて   審議会の答申の是非   ◆井関一睡（西日本旅客鉄道），  
一鶴見昌代（大阪大学），   末吉俊幸（東京理科大学），  栗田治（慶應義塾大学）  

塩‖省存（大阪大学），   木下正賢（東京理科大学），  

石井博昭（大阪大学）   ▲毛海茂樹（東京理科大学）  

2－∧－9 多l】的線形生花計画ゲーム   軍一指－9 ULI～電磁放射による地康子知  a＜｝9幹線道路の交差点数と停止時問につ  

一西崎一郎（摂南大学），   ◆早川正士（電気通信大学）   いて  

坂和正敏（広島大学）  ●三浦英俊（筑波大学），  

腰塚武志（筑波大学）   

15：10  

15：21I  ゲーム理論（2）   マーケテイング   交通・輪送（4）  

2－∧－1（lPairwise－11argain作1Co耶短t℃nCy：  2－n－10 エリアマーケティング情報システム  2－C－1P 商業地域における駐車場満車表示機  
Rβlatio旧hip b（！tこW腔m NⅥC】（℃11IS   の開発と展開   器の設置効果  
andT－m］uethrotJgh8n＾s餅）Ci－  

血dBimaLrix（jame  
●三輪建夫（三菱総合研究所）  ◆武田安弘（慶應餞塾大学），  

◆行力常幸（小梓商科大学），  
′ト渾正典（慶應農農大学）  

1’lleOS．Il．Driq箔en  
（UItiv．or′l、wemte）  

む∧－1l‾ブローゲームの凸性について  乙【ト11椚費者行動に関する一考察  ‰（ン11移働時間短縮効果と速度について  

一村Ill兵紀（点都大学），   高橋哲郎（日本大学），   ‘有井良仁（筑波大学），  
牧野和久（兼邦人学），  ●桑原和幸（日本大学）  腰塚武志（筑波大学）  

円通御（香川大学），  

永持仁（東邦大学），  

茨木俊秀（兼邦人苧）  

2－∧－12ゲーム理論を川いたコンlでユータネッ   2－Il－12可積分な差分力持式を利用したIlaぉ   2－（ン12エレベーター移動を考慮した低層珪  
トリークの仲川配分   モデルのパラメータ推定   物と高層建物との比較  

一石英和（山梨大学），   ◆佐藤大輔（NTTマルチメディアネッ   ●腰塚武志（筑波大学）  

片布教孝（l1傑人学），   トリーク研究所），  
吉川雅修（山梨大学）  井上正之（NTTマルチメディアネッ  

トワーク研究所）   

2－∧－13若者の好きな科馴こついてのアンケ  

ート調査－ファジィ構造モデルによる  

科日間相互の構造一  

‘経塚久雄（工学院大学），  
青木菅平（工学院大学）  

l（i：40  

594（60）  オペレーションズ・リサーチ   
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11月8日（金）  ・印：発表者  

時刻   l） 会 場   E 会  

14：1（I  待ち行列（2）   統計（2）  

2－り－7 ∧llI王xpti（：iし Sol－一I′ゎーt br am  2－1シ7 シュミレーションを用いたアメリカ  

M／GI／1／N QtJeue with Vacむ   ンオプションの価格評価  

t．ioll’1’irncalldExllalJStiYCSerT  ◆高原陽一（早稲日大学），  
Vi（℃Dbく二iI）l血e  森戸晋（早稲田大学），  
◆∧tldr（髄Frey（N－rl’マルチメディ   坂本宗隆（早稲田大学）  

アネットワーク研究所），  

高橋敬隆（N－11′rマルチメディアネッ  

トワーク研究所）  

2」）jlへ汀tllerR【ヨl】ltsbrMl11ticlaきS   2－Iシ8貯蓄保有額，高額所得納税額などの  
M／G／IQ11elleSWithI屯dh止k（Ⅰ）   格差の分析  

一平山哲治（筑波大学）   ●牧野林治（東京理科大学）  

2－1）＿9 Fllrt，11er ResIJlt，S rbr Ml）1ti（：1aLSiS  2－B－9 不完全情報の主成分分析による学生  

M／（；／t Qllel】博 Witll下1鷲dback   の成績評価  

■高橋磐郎（日本大学），  

一平山哲治（筑波大学）   大澤慶吉（日本大学），  

西澤一友（日本大学）   

1fi：10  

15：2（I  持ち行列（3）   統計（3）  

2－t）－1O RotJndsof（brdeTimesoraUT  2－Ⅰシ1【Iクラスターと理想ベクトルに基づく  
ShapdProdllCtionLine   新製品のシェア予測  

一【中日j庸一（名古屋工業大学），   一同太彬訓（立教大学），  

大野勝久（名古屋工業大学），  宮内綾子（立教大学）  

・）・G・ShatlthihLDar（UtliYerSity   

OrCalibr－血，Berkeley）  

2－1）－）101JLhentJLnberoTcIJStOu）erS    2－E－11GoalProgratnmiJlgRegre郊ion  
ortheGeotX）／G／1retrialqtleue   WithSerialCorrehtioll：Polk：y  
Witl＝wotyp（ちOrClI或omers   1mpli“止ioIlbrJapant慧e  

●高橋美佐（電気通信大学），   Tblecom【nl】nicaいon5 I血行astrac＿  

大澤秀雄（愛知学泉大学），   tureDevelopment  

藤澤武久（電気通信大学）  末吉俊幸（東京理科大学），   

◆関谷和之（東京理科大学）  

2－1）－12シーンチェンジのあるビデオデータ      2－B－12作業時間はWat（】分舶こしたがう  

の分析とモデル化  
◆米印清（東芝），  

◆蔵杉俊康（N】王C），  平山雅之（東芝），  
小林和朝（NI∃C），  早川ルミ（東芝）  

高橋幸雄（東京工業大学）  

2－E－13夏季日馬力量の気温による回帰モデ  
ルー折線・層別を織り込んだ解析法の  
提案一  

◆権藤元（近詭大学），  

城地敏治（近畿大学），  

中原誠（近畿大学）   

16：4（I  

●  
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